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Comparison of large-scale cloud distribution and atmospheric fields around the 
Akisame (autumn rainfall) front in East Asia among 1993, 1994 and 1995 
 
福田維子(Shigeko FUKUDA)*，加藤内藏進(Kuranoshin KATO)** 
 
In order to examine year-to-year variability of the Akisame (autumn rainfall) frontal zone in East Asia, large-scale 
cloud distribution and atmospheric fields around the frontal zone were compared among 1993, 1994 and 1995, when 
their characteristics were rather different among each other.  While the Akisame frontal zone extended zonally and the 
deep convective clouds tended to appear in that frontal zone near the southern coast of the Japan Islands in 1993, the 
frontal zone extends from southwest to northeast and the large amount of precipitation was brought mainly in the 
northern Japan.  In 1995, although the surface front on the weather maps appeared frequently also around the southern 
coast of the Japan Islands, the rainfall amount there was not so large. The area with frequent appearance of the deep 
convective clouds in the Akisame frontal zone was seen only to the east of the Japan Islands.  As such, it is noted that 
the active area of the Akisame frontal zone shows rather large year-to-year variability also in the zonal direction.  It is 
also suggested that such great variability of the Akisame frontal zone in the zonal direction seems to correspond to the 
variations of the subtropical high and the ITCZ in the western Pacific region around September.. 
 







（STFZ: subtropical frontal zone）として特徴づけら




and Matsumoto 1994; 加藤他 2004; 加藤他 2009）。 
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の地上天気図より，1993~1995 年の 8~10 月の期
間について利用した。地上前線等の出現状態の集
計には，この天気図を用いた。	 
	 (b)	 地上気象観測時日別編集データ（SDP デー
タ，気象庁作成）	 
	 日本の各気象官署（全国で約 150 地点）におけ
る1993~1995年の8~10月の日降水量データを抽
出し，解析に利用した。	 
























	 (e)	 全球客観解析データ（気象庁作成）	 
	 大気場の解析のために，気象庁が作成した全球
客観解析データ（1 日 2 回（00UTC と 12UTC），




















































	 第１図(a)	 00UTC における地上天気図上の前線（実線），低気圧中心（黒丸），高気圧中心（白丸），台風中心（渦

















































































































ねて，8 月 1 日から 10 月 19 日まで並べたもので
ある。1993 年，1994 年，1995 年について，それ
ぞれ，(a)，(b)，(c)に示す。	 






































瞭に見られた。そこで，その期間を含む 9 月 3 日






























サイズが 100km×200km 程度とすると，積乱雲群 1
個で Hc-Area が 2×4＝8 個分であり，この 500km
























































	 第２図	 期間 A（9 月 3 日~22 日）で平均した上層雲
量（CA40，％），及び，Hc-Area の出現頻度の分布。上
段から順に，1993 年，1994 年，1995 年を示す。なお，
Hc-Area の出現頻度は，10 日あたりの回数，すなわち，
4回/日×10日＝40マップタイムあたりの回数に換算し
て表示し，この単位で 1，及び 2 ユニットの等値線のみ
描いた。影をつけた領域は，Hc-Area 出現頻度が 2 ユニ
ット以上であることを示す。	 
	 






地域	 1993 年	 1994 年	 1995 年	 
北海道	 48	 162	 69	 
東北	 106	 185	 90	 
北陸	 266	 54	 77	 
関東甲信	 194	 194	 176	 
東海	 285	 217	 90	 
近畿	 222	 107	 37	 
中国	 223	 107	 30	 
四国	 233	 31	 41	 
九州北部	 229	 53	 82	 










































	 4.2	 前線帯付近の大気場の比較	 
	 次に，GANAL に基づく大気場の解析を行った。
期間 A で平均した各年における海面気圧の分布の
を，第 3 図に示す。また，各年の期間 A で平均し
た 850hPa における相当温位θe と，期間平均気温
の水平傾度の絶対値¦▽T850¦の分布を第 4 図に示
す。また，26,25N（南西諸島付近の緯度）におけ
る，850	 hPa 面での 5 日移動平均の南北風成分































	 第４図	 期間 A（9 月 3 日~22 日）で平均した 850	 hPa における相当温位θe（K，実線），及び，期間平均気温の水
平傾度の絶対値¦▽T850¦（℃/1000	 km）の分布。¦▽T850¦については，4℃/1000	 km 以上の値の等値線のみ示した。左
から順に，1993 年，1994 年，1995 年。	 
	 
	 1993 年の期間 A（秋雨期）には，地上の太平洋
高気圧に対応するリッジが，冷夏であった 8 月か
らあまり位置を変えず，~28N に東西に伸びて停











850	 hPa でのθe が 336K 以上の領域の北縁に対応











	 1994 年には，8 月に日本列島を覆っていた太平
































	 第 5 図	 26,25N における 850	 hPa 面での 5 日移動平均した南北風成分（V850）の時間・経度断面（m	 s-1）。正値が
南風を示す。左から順に，1993 年，1994 年，1995 年。	 
	 















































（第 3 図(右)）。実際，26.25N における 5 日移動
平均の南風成分も期間 A を通して持続しており



















	 第 6 図に，各年の期間 S（S:	 Summer，8 月 4 日
~23 日），A（９月 3 日~22 日）でそれぞれ平均し

























8 月よりも 9 月の方が大きくなった。それに対応
して，日本の北東海上では，地上でも，亜熱帯高
気圧のリッジが中緯度の偏西風帯のリッジと合体











	 なお，中国大陸の内陸部では（例えば，第 6 図
（下段）100~110E 付近を参照），上層雲量の大き
な領域が 8 月には南アジアから 30N 以北まで伸び
ていたが，9 月には 20N 以南に南下した。この特
徴は，1993 年，1994 年，1995 年に共通して見ら
れた。9 月頃は，北半球夏モンスーン期に見られ
るチベット高原を中心とする下層の巨大な熱的低































































	 第 6 図	 期間 S（8 月 4 日~23 日），及び，期間 A（9 月 3 日~22 日）でそれぞれ平均した上層雲量 CA40 の分布（％）。













	 (1)	 1993 年には，秋雨前線帯に対応して，地
上前線出現頻度の集中帯や上層雲量極大域が東西
に伸びており，積乱雲群にほぼ対応する Hc-Area









































(1987),	 Kurihara	 and	 Kawahara	 (1986),	 Kurihara	 






を受け得る（Tsuyuki	 and	 Kurihara	 1989;	 Enomoto	 
et	 al.	 2003 等）。しかし，SPCZ や SACZ の東西の
位置や活動時期の大きな年々変動と南半球夏モン
スーン降水域の年々変動との対応が見られること
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